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△
案
件 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

 

△
会
場 

川
越
地
区
消
防
局 

三
階
講
堂 

 

△
出
席
委
員 

 
 
 

委 

員 

長 
 

柿 

田 
有 
一 

議
員 

 

副
委
員
長 

 

矢 

内 

秀 

憲 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

峯 

松 
治 
議
員 

 

委 
 

員 
 

牛 

窪 

喜 
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議
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委 
 

員 
 

村 

山 

博 

紀 
議
員 

 

委 
 

員 
 

栗 

原 

瑞 
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議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

吉 

敷 

賢
一
郎 

議
員 

 

委 
 

員 
 

中 

村 

文 

明 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

高 

浩 

行 

議
員 

 
委 

 

員 
 

小 

林 
 
 

薫 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

片 

野 

広 

隆 

議
員 

 

△
組
合
議
会
議
長 

 
 
 

議 
 

長 
 

小
ノ
澤 

哲 

也 

議
員 

 

△
組
合
議
会
副
議
長 

 
 
 

副 

議 

長 
 

爲 

水 

順 

二 

議
員 

 

△
説
明
の
た
め
の
出
席
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

浅 

見 
 
 

篤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

武 

笠 
 
 

浩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

大 

谷 

清 

秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

 

山 

本 

雄 

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
副
室
長 

 

中 

村 

俊 

規 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
主
任 

 

高 

橋 

一
二
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
長 

 

小
久
保 

和 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
副
課
長 

 

釆 

澤 

勝 

義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
主
査 

 

江 

田 

邦 

彰 

 

△
委
員
会
に
出
席
し
た
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
長 

 

黒 

澤 

博 

行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 

記 
 

田 

中 
 
 

尚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

原 

田 
 
 

剛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

青 

柳 

慎
次
郎 

 

○
開 

 

会 
 

午
後
零
時
五
十
一
分 

○
議 

 

題 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
定
足
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

傍
聴
人
は
な
し
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
し
あ
っ
た
場
合
は
、
傍
聴
に
入
っ
て
い

た
だ
い
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

で
は
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

審
査
に
入
り
ま
す
前
に
前
回
の
会
議
の
内
容
を
確
認
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

三
月
二
十
五
日
の
会
議
で
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期
擁
壁
工
事
に
つ
い
て
、
庁
舎
等
建
築
工
事

の
工
程
等
に
つ
い
て
を
資
料
を
基
に
説
明
を
受
け
、
続
い
て
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
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ー
の
整
備
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議

し
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
前
回
の
特
別
委
員
会
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
本
日
の
特
別
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
特
別
委
員
会
次
第
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
議
題
と

し
、
理
事
者
よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
御
協
議
願
い
、
特
別
委
員
会
を
閉
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
本
日
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
よ
り
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

そ
れ
で
は
、
議
題
⑴
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
等
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
着
座
に
て
御
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
の
資
料
を
基
に
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
ず
、
資
料
一
、
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

前
回
、
令
和
六
年
三
月
の
特
別
委
員
会
以
降
、
本
年
四
月
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
の
工

事
進
捗
状
況
を
整
理
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
料
一
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

一
か
ら
三
ペ
ー
ジ
の
航
空
写
真
は
、
本
年
四
月
以
降
本
格
的
に
工
事
を
開
始
し
た

こ
と
で
、
敷
地
の
状
況
も
刻
々
と
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
毎
月
末
の
敷
地

状
況
を
記
録
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
四
か
ら
十
一
ペ
ー
ジ
が
、
庁
舎
棟
工
事
等
の
主
要
工
程
を
記
録
し
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

補
足
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
六
月
の
第
三
回
臨
時
会
の
際
の
全
員
協
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
写
真
の
四
か
ら
七
ペ
ー
ジ
ま
で
の
工
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
度
御
説

明
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
別
委
員
会
と
し
て
改
め
て
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
最
初
に
一
ペ
ー
ジ
、
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

本
年
四
月
下
旬
で
、
山
留
工
事
を
施
工
し
て
い
る
敷
地
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
下
段
の
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
五
月
下
旬
で
庁
舎
棟
の
杭
工
事
が
進

行
し
て
い
る
敷
地
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
上
段
の
写
真
は
、
本
年
六
月
下
旬
で
車
庫
棟
部
分
の

杭
工
事
と
、
杭
工
事
が
完
了
し
た
庁
舎
棟
の
掘
削
工
事
を
行
っ
て
い
る
敷
地
の
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
七
月
下
旬
で
庁
舎

棟
の
掘
削
工
事
が
完
了
し
た
敷
地
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

三
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
上
段
の
写
真
は
、
本
年
八
月
下
旬
で
掘
削
工
事
の
完

了
し
た
庁
舎
棟
の
基
礎
に
鉄
筋
を
配
筋
し
て
い
る
状
況
と
緊
急
車
両
車
庫
棟
の
掘
削

工
事
を
行
っ
た
敷
地
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
四
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
庁
舎
棟
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
御
説
明
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
上
段
の
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
四
月
下
旬
で
庁
舎
棟
東
側
に
工

事
車
両
用
の
通
路
を
確
保
す
る
た
め
、
山
留
工
事
を
行
っ
た
際
の
施
工
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
本
年
五
月
上
旬
に
、
基
礎
杭
を
打
設
す
る
に
当

た
り
、
支
持
層
ま
で
の
掘
削
を
行
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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続
い
て
、
五
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
本
年
五
月
上
旬
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
こ
で
、
基
礎
杭
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

新
庁
舎
の
支
持
層
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
完
成
し
た
基
礎
地
盤
面
か
ら
深
さ
約
三
十

二
メ
ー
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。
使
用
す
る
基
礎
杭
は
三
本
構
成
で
、
下
杭
は
高
支
持

力
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
節
杭
で
長
さ
は
十
メ
ー
ト
ル
、
中
杭
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
ス
ト
レ
ー
ト
杭
で
長
さ
は
十
メ
ー
ト
ル
、
上
杭
は
横
曲
げ
に
高
い
耐
力
を
持
つ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ス
ト
レ
ー
ト
杭
に
鉄
板
を
巻
い
た
鋼
管
杭
で
長
さ
は
七
メ
ー
ト
ル

で
、
三
本
合
計
で
二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
仕
様
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
庁
舎
棟
の
杭
総
数
は
五
十
三
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
五
ペ
ー
ジ
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

下
杭
の
打
設
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
基
礎
杭
の
打
設
は
、
掘
削
を
行
っ
た
箇
所
に

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
流
し
込
み
、
後
に
、
ク
レ
ー
ン
で
杭
を
建
て
込
む
手
順
で
ご
ざ

い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
中
杭
の
打
設
に
当
た
り
、
下
杭
と
の
連
結
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
連
結
作
業
は
、
杭
の
連
結
部
分
に
プ
レ
ー
ト
を
巻
き
、
そ
の
上
か

ら
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
仕
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
六
ペ
ー
ジ
目
に
移
り
ま
し
て
、
上
段
の
写
真
は
、
本
年
五
月
上
旬
で
上

杭
の
打
設
に
当
た
り
、
中
杭
と
の
連
結
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真

は
、
本
年
六
月
下
旬
で
杭
工
事
が
完
了
し
た
箇
所
か
ら
基
礎
の
掘
削
工
事
に
着
工
し

た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
七
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

基
礎
掘
削
し
た
箇
所
か
ら
、
こ
の
後
、
杭
配
筋
を
行
う
た
め
に
杭
頭
ま
で
を
掘
り

下
げ
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
基
礎
掘
削
が
完
了
し
た
箇

所
に
、
基
礎
工
事
の
施
工
性
を
高
め
る
た
め
、
捨
て
コ
ン
を
打
設
し
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

八
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
の
写
真
は
、
本
年
七
月
中
旬
で
基
礎
杭
と
基
礎
を
連
結
す
る
た
め
の
配
筋
工

事
、
着
工
時
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
本
年
八
月
上
旬
で

基
礎
杭
か
ら
立
ち
上
げ
た
配
筋
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

九
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
の
写
真
で
、
右
側
が
基
礎
杭
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
完
了
し
た
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
本
年
八
月
下
旬
で
庁
舎
の
基
礎
と
な
る

マ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
配
筋
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
庁
舎
の
基
礎
に
な
る

免
震
ピ
ッ
ト
の
床
配
筋
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
十
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
上
段
の
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
マ
ッ
ト

ス
ラ
ブ
の
配
筋
検
査
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、

本
年
九
月
上
旬
で
マ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
配
筋
検
査
が
終
わ
っ
た
箇
所
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

打
設
し
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
、
本
年
九
月
上
旬
ま
で
の
庁
舎
棟
工
事
の
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
十
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

緊
急
車
両
車
庫
工
事
の
詳
細
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
上
段
の
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
八
月
上
旬
で
基
礎
部
分
の
杭
工

事
後
に
掘
削
工
事
を
行
っ
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
本
年
九
月
上
旬
で
基
礎
工
事
の
作
業
性
を
向
上
す
る
た
め
、
捨
て
コ
ン
を

打
設
し
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
緊
急
車
両
車
庫
の
基
礎
杭
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
支
持
層
は

基
礎
地
盤
面
か
ら
約
十
四
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
、
使
用
す
る
杭
は
写
真
に
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
庁
舎
棟
と
同
様
に
下
杭
が
高
支
持
力
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
節
杭
で
九

メ
ー
ト
ル
、
上
杭
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ス
ト
レ
ー
ト
杭
で
五
メ
ー
ト
ル
、
合
計
十

四
メ
ー
ト
ル
の
二
本
構
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。
緊
急
車
両
車
庫
の
杭
総
数
は
二
十
四
本

に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
題
⑴
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
の
御
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



三
六 

 

 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
片
野
委
員
。 

片
野
広
隆
委
員 
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
は
、
説
明
い
た
だ
い
て
分
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

進
め
て
い
る
中
で
、
想
定
外
の
出
来
事
と
い
う
の
は
何
か
あ
り
ま
し
た
か
。
特
段

な
く
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 
先
日
、
短
時
間
の
大
雨
等
々
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
工
事
の
ほ
う
は

遅
れ
な
く
順
調
に
進
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で

す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

議
題
⑵
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

引
き
続
き
、
着
座
の
ま
ま
御
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
の
本
特
別
委
員
会
に
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
工
程
か
ら
大
き
な
変

更
箇
所
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
各
工
程
の
期
間
に
つ
い
て
若
干
見
直
し
等
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
変
更
箇
所
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
二
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

最
初
に
、
造
成
工
事
の
見
直
し
箇
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
六
月
の
第
三
回
臨
時
会
を
経
て
本
契
約
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

受
注
者
か
ら
の
施
工
計
画
に
よ
り
令
和
七
年
四
月
か
ら
の
埋
め
戻
し
を
本
体
工
事
が

終
わ
る
令
和
七
年
二
月
以
降
、
順
次
行
う
計
画
と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
第
一
期
外
周
道
路
整
備
工
事
（
水
路
）
・
県
道
改
修
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

令
和
六
年
三
月
の
予
定
で
は
令
和
六
年
九
月
か
ら
令
和
七
年
五
月
末
ま
で
の
工
期
で

計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
三
月
中
旬
ま
で
の
単
年
度
工
事
で
再
度
調
整

い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
第
二
期
外
周
道
路
整
備
工
事
（
市
道
）
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
三

月
の
予
定
で
は
、
令
和
七
年
五
月
か
ら
着
工
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
周
辺
部

の
田
植
え
時
期
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
令
和
七
年
七
月
頃
か
ら
の
着
工
と
し
、
あ
わ

せ
て
、
東
側
外
周
道
路
の
着
手
時
期
を
令
和
七
年
七
月
か
ら
水
田
の
水
が
不
用
に
な

る
令
和
七
年
九
月
へ
調
整
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
建
築
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
初
に
、
庁
舎
棟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
基
礎
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
三

月
の
予
定
で
は
、
本
年
七
月
か
ら
十
二
月
中
旬
頃
ま
で
を
計
画
し
、
引
き
続
き
上
部

躯
体
工
事
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
順
調
に
基
礎
工
事
が
進
捗
し
た
こ
と
か
ら
、

本
年
七
月
か
ら
十
月
末
ま
で
に
完
了
し
、
そ
の
後
、
上
部
躯
体
工
事
を
見
込
む
計
画

に
調
整
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
緊
急
車
両
車
庫
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
三
月
の
予
定
で
は
令
和
七

年
六
月
か
ら
上
部
躯
体
工
事
で
、
一
月
空
け
て
仕
上
げ
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
令
和
七
年
四
月
か
ら
令
和
七
年
九
月
末
ま
で
上
部
躯
体
工
事
を
行
い
、
引
き

続
き
仕
上
げ
工
事
を
見
込
む
計
画
に
調
整
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
訓
練
塔
新
築
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
三
月
の
予
定
で
は
、
入

札
を
本
年
十
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
十
一
月
へ
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
塔
工
事
と
雨
水
貯
留
槽
工
事
の
工
事
範
囲
の
一
部
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、

令
和
七
年
三
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
杭
工
事
を
令
和
七
年
四
月
か
ら
に
変
更
し
、

基
礎
、
躯
体
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
一
か
月
、
順
次
ス
ラ
イ
ド
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

工
程
の
見
直
し
箇
所
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
係
る
御
報
告
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
初
に
、
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
庁
舎
棟
工
事
、
本
年
九
月
か
ら
十
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
免
震
支
承
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
順
調
に
基
礎
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま

し
て
、
予
定
ど
お
り
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。



三
七 

 

 

免
震
装
置
は
、
新
庁
舎
の
重
要
装
置
と
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
委
員
の
皆

様
に
は
、
免
震
装
置
の
施
工
状
況
と
併
せ
て
工
事
現
場
の
施
工
状
況
に
つ
い
て
御
確

認
い
た
だ
き
た
く
、
現
地
視
察
の
実
施
に
つ
い
て
お
諮
り
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
視
察
は
免
震
装
置
の
設
置
が
進
む
来
月
十
月
二
日
の
定
例
会
本
会
議
の
後

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

今
、
事
務
局
か
ら
現
地
視
察
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
日
程
も
限
定
さ
れ
た
急
な
話
で
す
け
れ
ど
も
、
当
日
、

本
会
議
の
後
に
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
議
長
か
ら
も
話
が
あ
り
ま
し
た
消
防
局
で
ボ
ー

ト
の
視
察
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
後
に
、
御
都
合
の

つ
く
委
員
の
皆
さ
ん
で
現
地
視
察
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

日
に
ち
も
近
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
で
決
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

で
は
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
十
月
二
日
、
本
会
議
後
に
現

地
視
察
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
、
現
地
ま
で
の
移
動
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
行
う
予
定
で
し
ょ
う
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

現
地
の
駐
車
場
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
消
防
局
の
車
両
に
よ
り
現
消

防
局
か
ら
移
動
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
服
装
は
現
地
で
保
安
帽
、
手
袋
を
御
用
意

い
た
し
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

で
は
、
そ
の
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

承
知
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
十
月
二
日
開
会
予
定
の
組
合
議
会
定
例
会
に
訓
練
塔
新
築
工
事
に
係
る
補

正
予
算
案
を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
訓
練
塔
新
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
四
年
度
の
実
施
設
計
に
お
け
る
積
算
成
果
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度
当
初
予
算

に
計
上
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
発
注
に
当
た
り
単
価
見
直
し
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
事
業
費
で
当
初
予
算
八
億
一
千
七
百
万
円
か
ら
概
算
で
八
億
七
千
六
十
万
円
、

五
千
三
百
六
十
万
円
の
不
足
と
な
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
不
足
を
生
じ
た
要
因

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
基
礎
杭
の
高
騰
が
主
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
財
源
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
債
を
充
当
す
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
は
約
四
百
七
十
万
円
の
不
足
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
令
和
六

年
度
分
の
事
業
費
に
対
す
る
一
般
財
源
は
百
三
十
万
円
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
必
要
に
な
る
一
般
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
組
合
の
繰
越
金
の
充
当

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
第
一
期
外
周
道
路
整
備
工
事
（
水
路
）
・
県
道
改
修
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
九
月
十
三
日
金
曜
日
に
、
五
千
九
百
八
万
七
千
六
百
円
で
川
越
市
大
字
笠
幡

一
八
一
番
地
一
二
、
株
式
会
社
田
村
工
業
所
と
契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
の
で
御

報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

三
千
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
川
越
市
の
例
に
よ
り
ま
す
と
議
会
報

告
案
件
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
該
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
特
別
委
員
会
の
調
査
対
象
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
い

た
し
ま
し
て
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
議
題
⑵
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
御
説
明
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
発
言
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
以
上
で
質
疑
を
終

了
い
た
し
ま
す
。 



三
八 

 

 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

理
事
者
、
席
の
入
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
願
い
ま
す
。 

指
揮
統
制
課
長 

三
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
、
⑴
工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
等
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
着
座
に
て
失
礼
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
の
資
料
三
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
工
程
概
要
を
御
覧
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 

表
の
左
側
、
業
務
区
分
上
段
よ
り
順
に
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
令
和
六
年
度
に
入
り
ま
し
て
の
経
過
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
五

月
二
十
四
日
に
実
施
し
た
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
、
一
般
競
争
入
札
に
お

い
て
、
三
峰
無
線
株
式
会
社
北
関
東
支
店
が
落
札
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
令
和
六
年
六
月
二
十
八
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
令
和
六
年
第
三
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
請
負
契
約
が
議
決
さ
れ
、
同
日
、
三

峰
無
線
株
式
会
社
北
関
東
支
店
と
本
契
約
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
指
令
シ
ス
テ
ム
等
メ
ー
カ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
電
気
工
業
株
式
会
社

を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。
選
定
理
由
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
三
峰
無
線
株
式
会
社
北

関
東
支
店
は
沖
電
気
工
業
株
式
会
社
の
特
約
店
で
、
同
社
の
導
入
実
績
が
多
数
あ
り
、

円
滑
な
シ
ス
テ
ム
構
築
及
び
整
備
後
の
安
定
稼
働
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
沖
電
気

工
業
株
式
会
社
製
を
選
定
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

改
め
ま
し
て
、
工
事
工
程
概
要
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

仕
様
確
認
・
機
器
承
諾
を
令
和
六
年
七
月
か
ら
十
月
ま
で
に
行
い
ま
す
。
昨
年
度

実
施
い
た
し
ま
し
た
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
に
お
い
て
策
定
し
た
仕
様
書

に
基
づ
き
、
発
注
者
と
受
注
者
の
認
識
に
そ
ご
が
な
い
か
仕
様
確
認
を
行
い
、
機
器

承
諾
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
製
造
を
令
和
六
年
十
一
月
中
旬
か
ら
令
和
七

年
九
月
中
旬
に
行
い
、
そ
の
後
、
据
付
工
事
・
調
整
を
令
和
七
年
十
月
か
ら
令
和
八

年
二
月
中
旬
に
行
い
ま
す
。
主
に
、
指
令
業
務
に
必
要
な
自
動
出
動
指
定
装
置
、
統

合
型
位
置
情
報
通
知
装
置
、
地
図
等
検
索
装
置
、
支
援
情
報
表
示
装
置
、
指
令
制
御

装
置
等
の
製
造
を
行
い
、
新
消
防
庁
舎
の
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
内
に
機
器
や
設
備

を
設
置
・
設
定
し
、
調
整
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
と
連
動
す
る
署
所
用
機
器
製
造
を
令
和
六
年

十
一
月
中
旬
か
ら
令
和
七
年
三
月
中
旬
に
行
い
、
そ
の
後
、
据
付
工
事
・
調
整
を
令

和
七
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
に
行
い
ま
す
。
主
に
、
署
所
端
末
装
置
、
車
両
運
用
端

末
装
置
、
車
載
型
無
線
機
等
の
製
造
を
行
い
、
各
消
防
署
、
各
消
防
分
署
に
機
器
や

設
備
を
設
置
し
、
調
整
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
一
一
九
番
通
報
受
理
回
線
切
替
え
事
前
試
験
を
令
和
八
年
一
月
二
十
日
に

行
い
ま
す
。
実
際
に
回
線
切
替
え
を
行
う
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
と
現
在
の
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
て
い
る
一
一
九
番
通
報
受
理
回
線
な
ど
を
切
り
替
え

る
手
順
等
を
確
認
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
交
換
設
備
を
回
線
接
続
す
る
事
前
試

験
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
一
一
九
番
通
報
受
理
回
線
切
替
え
を
令
和
八
年
二
月
十
八
日
に
行
い
ま
す
。

一
一
九
番
通
報
受
理
回
線
切
替
え
は
、
一
回
線
ご
と
に
切
替
え
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
切
替
え
作
業
中
は
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
現
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
同
時

に
運
用
す
る
こ
と
で
、
一
一
九
番
通
報
受
報
体
制
を
維
持
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
運
用
調
整
を
令
和
八
年
二
月
十
八
日
か
ら
三
月
に
か
け
て
行
い
、
新
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
の
監
視
及
び
確
認
作
業
を
行
い
、
令
和
八
年
三
月
中
旬

に
完
成
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
令
和
六
年
九
月
二
十
五
日
現
在
、
工
程
概
要
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
こ
と
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 



三
九 

 

 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
、
⑴
工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
小
高
委
員
。 

小
高
浩
行
委
員 

署
所
用
の
機
器
の
製
造
と
取
付
工
事
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
新
庁
舎
の
ほ
う
は
分
か
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
既
存
の
分
署
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
据
え
付
け
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
機
器
が
あ
っ
て
、
新
た
な
も
の
を
据
え

付
け
る
。
そ
の
辺
の
関
係
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
据
付
け
変
更
と
い
う
か
工
程
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

指
揮
統
制
課
長 

既
存
の
機
器
の
関
係
は
、
全
て
更
新
と
い
う
形
で
新
し
い
設
備
に
合
わ
せ
た
機

器
の
更
新
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
当
然
、
機
器
は
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、

新
し
い
機
械
に
合
っ
た
も
の
に
更
新
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

小
高
浩
行
委
員 

今
の
機
器
が
あ
っ
て
、
新
し
い
も
の
に
更
新
す
る
と
き
に
、
状
況
が
よ
く
分
か

ら
な
い
ん
で
す
が
、
そ
の
機
器
と
い
う
の
は
建
物
に
附
属
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
て
、
通
常
の
無
線
機
み
た
い
に
移
動
可
能
な
形
で
、
要
は
併
存
が
可
能
な

の
か
。
そ
れ
と
も
、
切
り
替
え
た
と
き
に
新
し
い
機
器
に
従
前
の
通
信
が
入
る
よ
う

な
設
定
を
し
て
、
そ
こ
で
運
用
を
し
て
い
て
、
新
し
い
庁
舎
の
通
信
設
備
が
で
き
た

と
き
に
、
そ
の
機
器
に
切
り
替
え
る
と
か
そ
う
い
う
段
取
り
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。 

指
揮
統
制
課
長 

既
存
の
機
器
が
あ
っ
て
、
新
し
い
機
器
に
合
っ
た
機
器
を
併
設
で
設
置
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
切
り
替
え
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
。
片
野
委
員
。 

片
野
広
隆
委
員 

先
ほ
ど
御
説
明
の
中
で
、
契
約
の
相
手
方
が
三
峰
さ
ん
で
仕
様
が
沖
電
気
さ
ん

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
沖
電
気
と
三
峰
さ
ん
、
消
防
指
令
の
談
合

で
全
国
的
に
有
名
と
い
う
か
、
各
自
治
体
と
裁
判
さ
れ
て
和
解
さ
れ
て
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ら
辺
は
消
防
局
と
し
て
は
理
解
し
た
上
で
入
札
に
参
加

さ
せ
て
契
約
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
。 

指
揮
統
制
課
長 

今
回
の
入
札
に
関
し
て
、
事
前
に
そ
の
情
報
等
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
入
札
に
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
入
札
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

片
野
広
隆
委
員 

指
名
停
止
に
な
っ
て
い
る
と
か
で
は
な
い
の
は
私
も
理
解
し
て
い
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
県
内
で
も
蕨
市
さ
ん
で
す
と
か
、
隣
の
比
企
広
域
で
も
消
防
指
令
談
合
で

自
治
体
と
裁
判
に
な
っ
て
和
解
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
事
実

を
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
た
上
で
参
加
さ
せ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
事
実
関
係
を
把
握

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

指
揮
統
制
課
長 

内
容
的
に
は
把
握
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
た
だ
、
入
札
に
は
問
題
な
い
と
い
う

こ
と
で
判
断
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

片
野
広
隆
委
員 

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
指
名
停
止
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
こ
う
申
し
上
げ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
蕨
市
、
比
企
、
県
内
だ
と
越
谷
市
と

も
裁
判
を
起
こ
し
て
和
解
資
金
を
払
っ
て
い
る
会
社
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
沖
電
気

が
直
接
入
札
し
な
い
で
、
三
峰
さ
ん
を
使
っ
て
間
接
販
売
で
談
合
し
て
い
た
会
社
で

す
か
ら
、
そ
こ
ら
辺
も
よ
く
考
え
た
上
で
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

今
、
片
野
委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
局
長
、
一
言
、
見
解
は
あ
り
ま
す

か
。 

消
防
局
長 

談
合
に
関
し
ま
し
て
は
、
沖
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
他
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
も
一
時

期
そ
う
い
っ
た
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
す
で
に
和
解
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
お
聞

き
し
て
お
り
ま
す
。
沖
電
気
に
関
し
て
も
、
既
に
和
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ



四
〇 

 

 

と
、
今
回
の
入
札
に
関
し
て
は
特
に
問
題
は
な
い
、
機
器
的
に
も
問
題
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
、
私
ど
も
も
今
、
沖
電
気
の
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
関
係
で
、
入
札
に
関
し
て
、
選
定
の
中
で
沖
電
気
と
い
う
こ
と

で
の
選
定
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
機
器
的
に
問
題
は
な
い
と
い
う
ふ
う
な
判
断
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
き
ち
ん
と
進
め
て
く
だ
さ
い
。
片
野
委
員
。 

片
野
広
隆
委
員 

問
題
な
い
の
は
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
今
ち
ょ
っ
と
発
言
の
中
で
気
に
な
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
現
状
使
っ
て
い
る
の
が
沖
電
気
の
指
令
を
使
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
沖
電
気
あ
り
き
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
自
分
た
ち
が
使
い
や
す
い
か

ら
と
い
う
理
由
で
。 

消
防
局
長 

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
使
い
や
す
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

当
然
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
等
と
も
比
較
し
た
上
で
、
私
ど
も
の
求
め
る
機
器
が
納
品
さ

れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
注
意
し
な
が
ら
進
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
特
別
委
員
会
の
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎

及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
休
憩
中
に
御
協
議
い
た
だ
き
ま
し

た
と
お
り
、
本
組
合
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
庁
舎
等
新
築
工
事

や
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
が
行
わ
れ
、
今
後
訓
練
塔
新
築
工
事
等
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
し
た
い
の
で
、
地
方

自
治
法
第
百
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

御
異
議
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
九
条

第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
回
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
私
の
ほ
う
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
そ
の
他
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
そ
の
他
委
員
の
皆
様
か
ら
は
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

事
務
局
か
ら
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

以
上
で
そ
の
他
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
長
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
副
委
員
長
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
会
会
議
録
の
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
成
で
き
次
第
御
連
絡
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
に
て
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 



四
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○
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会 
 

午
後
一
時
二
十
六
分 


